
終

身

大

統

領

が

君

臨

す

る

独

裁

専

制

政

治

の

国

▼

ト

ル

ク

メ

ニ

ス

タ

ン

の

旅

ク

フ

ナ

・

ウ

ル

ゲ

ン

チ

、

タ

シ

ャ

ウ

ズ

、

ア

シ

ハ

バ

ー

ド

、

ア

ナ

ウ

、

ニ

サ

、

マ

リ

イ

、

メ

ル

ブ

、

ト

ル

ク

メ

ン

ア

バ

ー

ド

・

・

・

二

Ｏ

Ｏ

六

・

四

・

二

七

～

四

・

三

Ｏ

ト

ル

ク

メ

ニ

ス

タ

ン

は

最

近

ま

で

観

光

客

が

入

れ

な

か

っ

た

国

で

あ

る

か

ら

今

回

の

旅

行

で

も

楽

し

み

な

場

所

で

あ

っ

た

。

終

身

大

統

領

に

な

っ

た

ニ

ヤ

ゾ

フ

大

統

領

の

専

制

政

治

が

行

わ

れ

て

い

る

が

、

カ

ス

ピ

海

沿

岸

で

産

出

す

る

石

油

の

お

蔭

で

中

央

ア

ジ

ア

五

ケ

国

の

う

ち

で

は

、

カ

ザ

フ

ス

タ

ン

に

つ

い

で

Ｇ

Ｎ

Ｉ

も

一

、

一

二

Ｏ

ド

ル

と

ウ

ズ

ベ

キ

ス

タ

ン

、

キ

リ

ギ

ス

、

タ

ジ

キ

ス

タ

ン

を

遙

に

凌

駕

し

て

い

る

。

現

実

に

ト

リ

キ

ス

タ

ン

の

都

会

地

で

は

今

や

、

高

層

ビ

ル

の

建

設

ラ

ッ

シ

ュ

で

至

る

所

に

建

設

用

の

大

型

ク

レ

ー

ン

が

林

立

し

て

い

る

。

特

に

首

都

の

ア

シ

ハ

バ

ー

ド

は

丁

度

東

京

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

前

の

東

京

都

内

の

状

況

と

似

た

活

気

に

満

ち

て

い

て

、

建

設

中

の

ビ

ル

が

夥

し

い

数

で

あ

る

。一

方

で

情

報

統

制

は

厳

し

い

よ

う

で

、

写

真

撮

影

に

つ

い

て

は

充

分

気

を

配

ら

な

い

と

撮

影

禁

止

の

場

所

が

多

数

あ

る

の

で

思

わ

ぬ

ト

ラ

ブ

ル

に

巻

き

込

ま

れ

る

虞

れ

が

あ

る

。

中央アジア五ケ国周遊の旅程図

１９７

さ

て

ウ

ズ

ベ

キ

ス

タ

ン

の

ヒ

ワ

の

観

光

を

終

え

て

ヒ

ワ

の

ホ

テ

ル

を

朝

８

時

30

分

に

出

発

し

て

陸

路

、

国

境

を

越

え

ク

フ

ナ

・

ウ

ル

ゲ

ン

チ

を

目

指

す

長

駆

二

五

Ｏ

㎞

の

バ

ス

ド

ラ

イ

ブ

で

あ

る

。

綿

花

畑

、

小

麦

畑

、

草

原

を

ひ

た

走

り

国

境

へ

は

９

時

半

頃

到

着

し

た

。

出

国

手

続

き

に

約

一

時

間

を

費

や

し

、

緩

衝

地

帯

を

ミ

ニ

バ

ン

で

移

動

し

、

ト

ル

ク

メ

ニ

ス

タ

ン

の

入

国

審

査

で

あ

る

。

ガ

イ

ド

が

く

ど

い

程

に

写

真

撮

影

を

し

な

い

よ

う

に

と

注

意

す

る

。

た

い

し

た

ト

ラ

ブ

ル

も

な

く

正

午

前

に

は

国

境

を

通

過

し

、

ト

ル

ク

メ

ニ

ス

タ

ン

に

入

国

し

た

。

国

境

近

く

の

タ

シ

ャ

ウ

ズ

で

ナ

デ

ィ

ラ

・

レ

ス

ト

ラ

ン

と

い

う

と

こ

ろ

で

昼

食

を

摂

っ

た

。

サ

ラ

ダ

、

ラ

グ

マ

ン

、

チ

キ

ン

と

ビ

ー

フ

の

グ

リ

ル

で

あ

っ

た

。

赤

大

根

を

好

ん

で

食

べ

た

。

こ

こ

で

も

恒

例

の

人

参

の

千

切

り

が

山

ほ

ど

も

で

て

い

た

。

葱

や

大

蒜

も

サ

ラ

ダ

に

添

え

ら

れ

て

い

る

。

タ

シ

ャ

ウ

ズ

か

ら

ク

フ

ナ

・

ウ

ル

ゲ

ン

チ

ま

で

の

道

中

で

は

車

窓

に

、

ガ

ス

の

パ

イ

プ

ラ

高速道路沿いの建設現場

宿泊したホテルの近くにも建設現場

１９８



イ

ン

、

畑

、

驢

馬

の

車

、

時

と

し

て

現

れ

る

砂

漠

を

眺

め

な

が

ら

移

動

す

る

。

大

き

な

建

物

や

検

問

所

に

は

必

ず

掲

げ

ら

れ

て

い

る

ニ

ヤ

ゾ

フ

大

統

領

の

肖

像

画

を

い

や

と

い

う

程

見

せ

つ

け

ら

れ

た

。

現

地

ガ

イ

ド

の

説

明

に

よ

れ

ば

こ

の

国

で

は

、

ガ

ス

、

水

道

、

電

気

、

塩

は

無

償

で

国

民

に

支

給

さ

れ

る

と

い

う

。

遺

跡

の

あ

る

場

所

ク

フ

ナ

・

ウ

ル

ゲ

ン

チ

に

到

着

し

、

最

初

に

訪

問

し

た

の

は

ト

レ

ベ

ク

ハ

ニ

ム

廟

で

あ

る

。

ク

フ

ナ

・

ウ

ル

ゲ

ン

チ

は

二

Ｏ

Ｏ

五

年

10

月

に

ユ

ネ

ス

コ

の

世

界

遺

産

に

登

録

さ

れ

た

。

13

世

紀

の

モ

ン

ゴ

ル

軍

の

侵

略

、

15

世

紀

の

チ

ム

ー

ル

の

侵

入

に

よ

り

破

壊

さ

れ

た

が

、

ヒ

ワ

に

17

世

紀

に

遷

都

さ

れ

る

ま

で

は

ホ

ラ

ズ

ム

王

国

の

首

都

で

あ

っ

た

。

ヒ

ワ

に

遷

都

し

た

の

は

一

六

一

五

年

頃

、

ア

ム

ダ

リ

ア

川

の

流

れ

が

変

わ

り

水

が

こ

な

く

な

り

沙

漠

化

し

た

か

ら

で

あ

る

。

チキンとビーフのグリル

街中至る所で見かける独裁者ニヤゾフ終身大統領

の肖像画

トレベク・ハニム廟

１９９

ク

フ

ナ

・

ウ

ル

ゲ

ン

チ

で

は

次

い

で

ク

ト

ゥ

ル

グ

チ

ム

ー

ル

の

ミ

ナ

レ

ッ

ト

、

ス

ル

タ

ン

テ

ケ

シ

ュ

廟

、

ク

ル

ク

モ

ッ

ラ

ー

の

丘

、

イ

ル

・

ア

ル

ス

ラ

ン

廟

、

キ

ャ

ラ

バ

ン

・

サ

ラ

イ

の

入

り

口

跡

、

ネ

ジ

メ

ッ

テ

ィ

ン

・

ク

ブ

ラ

ー

廟

、

ス

ル

タ

・

ア

リ

廟

等

を

見

学

し

た

。

再

び

タ

シ

ャ

ウ

ズ

に

戻

り

、

深

夜

23

時

発

の

ト

ル

ク

メ

ニ

ス

タ

ン

航

空

で

ア

シ

ハ

バ

ー

ド

へ

飛

ん

だ

。

な

に

し

ろ

ト

ル

ク

メ

ニ

ス

タ

ン

に

は

航

空

機

が

七

機

し

か

な

く

こ

の

航

空

機

を

や

り

く

り

し

な

が

ら

運

行

し

て

い

る

の

で

タ

イ

ム

テ

ー

ブ

ル

通

り

飛

ぶ

こ

と

は

少

な

い

よ

う

で

あ

る

。

我

々

の

搭

乗

し

た

航

空

機

も

約

一

時

間

遅

れ

の

離

陸

と

な

っ

て

し

ま

っ

た

。

昨

夜

遅

く

ト

ル

ク

メ

ン

バ

シ

空

港

に

着

き

、

深

夜

に

ア

シ

ハ

バ

ー

ド

の

ニ

サ

ホ

テ

ル

に

投

宿

し

た

の

で

、

今

日

は

い

つ

も

よ

り

遅

い

９

時

半

に

ホ

テ

ル

を

出

発

し

て

現

大

統

領

の

出

身

地

に

あ

る

キ

プ

チ

ャ

ク

・

モ

ス

ク

へ

向

か

っ

た

。

こ

の

モ

ス

ク

に

は

ニ

ヤ

ゾ

フ

大

統

領

の

両

親

と

兄

弟

の

墓

が

あ

る

。

ニ

ヤ

ゾ

フ

大

統

領

は

幼

児

に

両

親

と

兄

弟

を

失

い

孤

児

に

な

っ

た

が

、

類

稀

な

る

能

力

を

認

め

る

人

の

援

助

で

大

クトゥグル・チムールのミナレットと地元観光客

ホレズム王国黄金期のスルタン・テケシュ廟

左 ネジメッティン・クブラー廟

右 スルタン・ア廟
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学

ま

で

優

秀

な

成

績

で

卒

業

し

た

苦

学

力

行

の

人

で

あ

っ

た

。

肉

親

に

対

す

る

情

愛

が

厚

く

立

派

な

廟

を

建

て

て

故

人

の

菩

提

を

弔

っ

た

の

だ

と

い

う

。

内

装

は

豪

華

絢

爛

の

一

語

に

尽

き

、

権

力

者

好

み

の

造

り

で

あ

っ

た

。

砂

漠

で

は

貴

重

品

の

水

を

噴

水

と

し

て

巧

み

に

取

り

入

れ

た

設

計

は

ま

さ

に

権

力

者

の

力

の

誇

示

そ

の

も

の

だ

と

思

い

な

が

ら

見

た

。

ニ

サ

の

遺

跡

は

紀

元

前

３

世

紀

～

紀

元

後

３

世

紀

に

か

け

て

営

ま

れ

た

パ

ル

テ

ィ

ア

の

初

期

の

首

都

で

城

壁

に

囲

わ

れ

て

い

た

。

国

立

博

物

館

の

一

階

展

示

室

に

は

大

統

領

礼

賛

の

展

示

物

に

溢

れ

て

い

た

。

受

賞

し

た

勲

章

と

か

外

国

元

首

か

ら

の

贈

り

物

と

か

彼

の

著

書

な

ど

で

あ

る

。

二

階

の

展

示

室

に

は

ニ

サ

遺

跡

か

ら

発

掘

さ

れ

た

有

名

な

「

ニ

サ

の

ヴ

ー

ナ

ス

」

、

「

象

牙

の

リ

ュ

ト

ン

」

、

メ

ル

ブ

の

仏

像

と

彩

色

の

壺

、

民

族

衣

装

等

が

展

示

さ

れ

て

い

る

。

ニ

サ

の

遺

跡

を

後

に

し

て

再

び

ア

シ

ハ

バ

ー

ド

に

戻

り

、

中

立

広

場

で

地

震

慰

霊

碑

、

黄

金

の

大

統

領

像

、

金

の

ド

ー

ム

の

大

統

領

執

務

室

、

各

種

官

庁

の

庁

舎

を

バ

ス

の

車

窓

よ

り

ニサ遺跡

ニサのヴィーナス

象牙のリュトン

２０１

見

学

し

た

。

何

故

か

大

統

領

執

務

室

の

建

物

は

撮

影

禁

止

で

あ

る

。

続

い

て

郊

外

の

ト

ル

ク

メ

ン

の

名

馬

の

飼

わ

れ

て

い

る

厩

舎

を

訪

問

し

た

。

汗

血

馬

と

呼

ば

れ

ジ

ン

ギ

ス

カ

ン

も

欲

し

が

っ

た

と

い

う

名

馬

達

で

あ

る

。

ア

ハ

ル

テ

ケ

と

現

地

語

で

呼

ば

れ

る

名

馬

が

約

２

０

０

頭

保

育

さ

れ

て

い

る

。

続

い

て

ア

ナ

ウ

遺

跡

を

訪

れ

見

学

し

た

。

ア

シ

ハ

バ

ー

ド

の

ニ

サ

ホ

テ

ル

を

早

朝

５

時

30

分

に

出

発

し

ト

ル

ク

メ

ン

バ

シ

国

際

空

港

へ

急

い

だ

。

６

時

55

分

に

は

予

定

よ

り

５

分

早

く

Ｔ

５

１

２

７

便

は

離

陸

し

た

。

空

港

は

夜

が

明

け

た

ば

か

り

で

あ

る

。

マ

リ

イ

空

港

に

は

７

時

35

分

に

到

着

。

尿

意

を

催

し

ト

イ

レ

ッ

ト

を

探

し

て

駆

け

込

む

と

、

こ

れ

が

観

光

都

市

の

空

港

か

と

思

う

程

の

粗

末

さ

で

あ

る

。

８

時

に

は

空

港

を

出

発

し

て

メ

ル

ブ

遺

跡

を

目

指

し

て

バ

ス

は

ひ

た

走

っ

た

。

車

窓

に

は

カ

ラ

ク

ム

運

河

、

ザ

・

カ

ス

ピ

鉄

道

な

ど

も

目

撃

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

メ

ル

ブ

遺

跡

に

は

８

時

45

分

に

到

着

。

こ

の

遺

跡

は

Ｂ

Ｃ

６

世

紀

こ

ろ

か

ら

営

ま

れ

初

め

地震犠牲者慰霊碑

汗血馬の調教

アナウ遺跡
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最

盛

期

は

11

～

12

世

紀

で

あ

っ

た

。

彷

徨

え

る

遺

跡

と

い

う

別

名

が

あ

る

よ

う

に

、

こ

の

遺

跡

に

は

ゾ

ロ

ア

ス

タ

ー

教

、

キ

リ

ス

ト

教

ネ

ス

ト

リ

ュ

ウ

ス

派

、

イ

ス

ラ

ム

教

、

仏

教

と

、

い

く

つ

も

の

世

界

宗

教

が

そ

の

興

亡

の

歴

史

を

刻

ん

だ

所

で

あ

る

。

13

世

紀

に

は

モ

ン

ゴ

ル

軍

が

80

万

人

の

軍

勢

で

攻

め

寄

せ

こ

の

都

市

を

破

壊

し

尽

く

し

た

と

い

う

受

難

の

歴

史

も

も

っ

て

い

る

。

そ

の

当

時

メ

ル

ブ

周

辺

一

帯

に

は

一

三

Ｏ

万

人

が

生

活

し

て

い

た

と

い

う

。

ス

ル

タ

ン

・

カ

ラ

内

の

ス

ル

タ

ン

・

サ

ン

ジ

ャ

ー

ル

廟

（

12

世

紀

）

、

エ

ル

ク

・

カ

ラ

（

Ｂ

Ｃ

６

世

紀

）

、

グ

ヤ

ウ

ル

・

カ

ラ

（

Ｂ

Ｃ

６

世

紀

）

、

ベ

ニ

・

ハ

マ

ン

モ

ス

ク

、

仏

塔

跡

、

大

キ

ズ

・

カ

ラ

、

小

キ

ズ

・

カ

ラ

、

ム

ハ

ン

マ

ド

・

イ

ブ

ン

・

サ

イ

ー

ド

廟

（

12

世

紀

）

、

こ

の

廟

の

墓

守

の

住

居

を

見

学

し

て

か

ら

、

マ

リ

イ

市

の

ヘ

キ

シ

ャ

ヘ

ー

ル

レ

ス

ト

ラ

ン

で

ト

ル

コ

料

理

の

昼

食

を

摂

っ

た

。

豆

ス

ー

プ

、

ト

マ

ト

ソ

ー

ス

添

え

の

ケ

バ

ブ

で

あ

る

。昼

食

後

、

マ

リ

イ

博

物

館

を

見

学

し

た

。

こ

こ

に

は

メ

ル

ブ

遺

跡

の

見

取

り

図

、

出

土

品

、

グヤウル・カラ跡 ここに仏塔が建っていたと
考えられている。

スルタン・サンジャール廟

大キズ

２０３

ト

ル

ク

メ

ン

族

の

生

活

の

今

昔

な

ど

が

展

示

さ

れ

て

い

る

。

マ

リ

イ

の

バ

ザ

ー

ル

も

覗

い

て

マ

リ

イ

の

ホ

テ

ル

マ

ル

グ

ー

シ

ュ

に

投

宿

し

た

。

翌

朝

８

時

に

は

ホ

テ

ル

・

マ

ル

グ

ー

シ

ュ

を

出

発

し

、

一

路

ウ

ズ

ベ

キ

ス

タ

ン

の

ブ

ハ

ラ

目

指

し

て

三

八

五

㎞

の

バ

ス

ド

ラ

イ

ブ

で

あ

る

。

ア

ブ

ラ

ハ

ン

・

カ

ラ

（

15

世

紀

）

、

バ

イ

ラ

ム

・

カ

ラ

（

18

世

紀

）

を

通

り

越

し

て

カ

ラ

ク

ム

運

河

の

近

く

で

休

憩

し

た

。

後

は

カ

ラ

ク

ム

砂

漠

の

風

景

を

眺

め

な

が

ら

終

日

の

バ

ス

移

動

で

あ

る

。

ト

ル

ク

メ

ン

ア

バ

ー

ド

の

レ

バ

ブ

・

レ

ス

ト

ラ

ン

で

摂

っ

た

昼

食

は

米

の

ス

ー

プ

、

牛

タ

ン

と

茸

の

チ

ー

ズ

焼

き

。

こ

れ

は

美

味

し

か

っ

た

。

乗

り

物

に

終

日

乗

っ

て

い

る

と

運

動

不

足

に

な

る

の

で

国

境

近

く

の

ア

ム

ダ

リ

ア

川

を

徒

歩

で

渡

っ

た

。

橋

や

河

の

撮

影

は

固

く

禁

止

さ

れ

て

い

る

の

で

写

真

を

示

す

こ

と

が

で

き

な

い

。

マリイのバザール ロシア人の商人

カラクム運河

牛タンと茸のチーズ焼き

２０４




